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要旨 

 

現代社会において情報格差が深刻化しており、その要因の一つに高校生の情報リテラシー不足がある。

総務省の調査では、「不適正取引リスク」などの理解が不十分で、「読み取る力」の欠如が顕著だった。そ

こで私たちは、京都産業大学の塩谷教授の協力を得て、情報リテラシーを「読み取る力」「伝える力」「調

べる力」に分類し、パンフレットを作成して改善を試みた。 

 

1 テーマ設定の背景 

 

情報社会になった今、情報格差というものがより

大きな社会問題となっている。その原因の一つ

として個人個人の情報リテラシーに差があること

が挙げられる。これから大学生、社会人となって

社会を担っていく高校生にとってこの情報リテラ

シーというものがより重要な能力になっていくと

考えた。 

 

 

2 基本知識 

情報格差（デジタルデバイト）とは、パソコンやス

マートフォン、インターネットなどの情報技術に

触れたり使いこなせる人とそうでない人の間に

生じる、貧富や機会、社会的地位などの格差。

個人や集団の間に生じる格差と、地域間や国

家間で生じる格差のこと。また、情報リテラシー

とは、コンピューターを使えるという意味だけで

なく情報にアクセスし、その知識を精査したり活

用したりする能力のこと。 

 

 

3 調査方法 

インターネットを利用し、現在の高校生の情報リ

テラシーの現状を知る。また、何が特に足りてい

ないか分析する。さらに、京都産業大学現代社

会学部現代社会学科の塩谷 芳也教授にご協

力いただき、高校生の情報リテラシー向上のた

めの方法を議論する。 

 

 

4 調査結果 

今回は、総務省が全国の高校１年生を対象に

行なっている青少年のインターネット・リテラシー

を測るために実施されている ILASの結果(下の

２つグラフ)をもとに現在の高校生の情報リテラシ

ーの現状について調べた。まず、現状の問題点

として挙げられるのが全体の正答率が 71.4％で

あるのに対し、不適正取引リスク、プライバシー

リスク、有害情報リスクの 3つの観点で 70％を

下回ってしまっていることである。ここで言うこの

不適正取引リスクというのはフィッシングやネット

上での売買、架空請求詐欺やネット上での個人

情報の管理のこと、また、プライバシーリスクは

主に個人情報の管理であったり位置情報サー

ビスの利用のこと、有害情報リスクとは青少年や

一般利用者が、児童ポルノ、違法薬物、自殺誘

引情報など、不適切な情報に触れることで、心

身に悪影響を受けたり、犯罪に巻き込まれるリス

クのことを指します。不適正取引リスクに関して

はグラフで見ても分かる通り他の分野と比べ、

59.6％と大きく落ち込んでしまっている。 

 



 
 

 
 

考察 

 

今の高校生には情報を読み取り、正しく判断す

る能力が大きくかけていると考えられる。そのた

め私達は、今の高校生に向けた情報リテラシー

向上のためのパンフレットを独自で作成し、読

んでもらうことで情報リテラシー向上の手助けに

なるのではないかと考えた。 

 

結果 

 

私達は京都産業大学現代社会学部現代社会

学科の塩谷 芳也教授にご協力いただき、情報

リテラシーを「読み取る力」「伝える 

力」「調べる力」の 3つの要素に分けてパンフレ

ットにまとめました。特に現在の高校生に不足し

ている「読み取る力」を高めるには本を読むこと

であったり、よく言われている複数のデジタルコ

ンテンツに触れること、また、情報の信頼性を常

にチェックしたり、意識しておくことで自然と「読

み取る力」高まっていくことが分かった。次の画

像はパンフレットの一部である「読み取る力」に

ついて詳しく書かれている部分である。 

 

 
https://www.canva.com/design/DAGlPhXB-

jE/fIgoEc_47E9HHTlZIbn7UQ/edit 

 

 

 

参考文献 

 
総務省 2023 年度 青少年のインターネット・リ

テラシー指標等に係る調査結果の公表 

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whit

epaper/ja/r03/html/nd256260.html 

 

 

 

 

 

 

 

abstract 

We think high school students in Japan should be more interested in information literacy to improve 

their information literacy , and we separated information literacy into three skills to make improving 

it easier. In addition , we think it is important to improve three skills . 

 


